
チャペル週報 

関西学院宗教センター 
２００７．１１．１９～１１.２２No.１９ 

ただ、揺るぐことなく信仰に踏みとどまり、 
あなたがたが聞いた福音の希望から離れてはなりません。 
この福音は、世界中至るところの人々に宣べ伝えられており、
わたしパウロは、それに仕える者とされました。 
（コロサイの信徒への手紙１：２３） 



 

 

☆チャペル・スケジュール☆

時間　１０：３５～１１：０５　　場所　各学部チャペル 

 

 

遠　藤　真理子（神４） 

舟　木　　　讓（宗教主事）　 

徳　田　真　二（吉岡記念館事務室課長） 

河　村　兼二郎（M1） 

田　淵　　　結（宗教主事） 

共に生きる�  西　村　正　男（社会学部准教授） 

音楽チャペル（１）関西学院聖歌隊 

人間を考える⑥  大　高　博　美（経済学部教授）　 

福　井　幸　男（商学部教授） 

永　田　雄二郎（文学部教授） 

HABITAT 

共に生きる�　打　樋　啓　史（宗教主事） 

Christian Morimoto Hermansen（宣教師） 

舟　木　　　讓（宗教主事）　 

石　淵　順　也（商学部准教授） 

クリスマスのための賛美歌を学ぶ礼拝 

音楽チャペル　関西学院聖歌隊 

石　川　はるみ（M2） 

English Chapel  Andreas Rusterholz（宣教師） 

音楽チャペル（２）関西学院聖歌隊　 

人間を考える⑦  田　村　和　彦（経済学部教授） 

English Chapel  Richard Stinson（宣教師） 

イー・アヨン（総１） 

11月19日（月） 

 

11月20日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

11月21日（水） 

 

 

 

 

 

 

11月22日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

◇総合政策学部早天祈祷会　毎木曜日　午前８：４０～　　　於　宗 教 主 事 室  
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　今日本で一人暮らしをしているとThanksgiving Day（収穫感謝日）のこと

は忘れがちになりますが、アメリカでは一大イベントです。木曜日にあるので

多くの学校や会社ではその次の金曜日も休みになり、結局4連休という形にな

ります。この日には親戚一同でご馳走を食べるので全国からそれぞれその年の

集合場所となった家庭の元へと集まってきます。私もアメリカに住んでいたこ

ろは皆で祖母の家に集まり、年に1回この時にしか会わない遠い親戚と近況な

どを交換しました。日本でもThanksgiving Dayにご馳走を食べる習慣は続け

ました。親戚が遠くて呼べないため、我が家ではその年にお世話になった人や

一人暮らしの方などを呼んで一緒に食事をしました。 

　Thanksgivingの食事の定番は多分ご存じだと思いますが、七面鳥の丸焼きと

クランベリーソース、マッシュドポテトにロールパン、そしてデザートにパン

プキンパイです。我が家ももちろん七面鳥を焼きました。七面鳥の調理は難し

くないのですが、なぜか生の状態での鶏が気持ち悪いという母に変わって普段

はめったに台所に入らない父が鶏の担当でした。七面鳥の中に詰め物を入れる

のですが、その具はそれぞれの家庭に代々伝わるものを入れる習慣があります。

アメリカで作る時は父の家庭で受け継がれているパンやセロリを中心としたも

のを詰めましたが、日本では母が栗おこわがいいと言いだし、父としてはパン

とセロリの詰め物ははずせないと意見が分かれたため、両方を詰めました。鶏

の丸焼きをされた方ならわかると思いますが、詰める場所はお腹の大きい部分

と首の小さい部分があるので、その年の訪問客の多くが日本人の場合はお腹に

栗おこわ、アメリカ人が多い場合はお腹にパンと変えていました。 

　七面鳥は焼くのに時間がかかるため、父は朝から台所に入っており、母や私

もいろいろな料理を準備するために台所にいるため、せまい場所で忙しく動き

回る内に喧嘩になることもありました。でもみんなで食事を作り、そしてみん

なで感謝して食事をするこの時はやっぱり温かい気持ちになれるいい日です。 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中学部教諭） 

 

 Julia 碧 Thrasher

Thanksgiving Day 
 



●今の世界の「人権」を考えるフィルムセッション第５回（2007年度第２回）
　テーマ：「収容所」という暴力の現実－「キャンプ」の過去／記憶／現在－ 
『絹の繭から－日系米人国籍離脱の物語』（サツキ・イナ監督作品）を観る 

トーカー：田中きく代（文学部）、山本剛郎（社会学部）　 
ナビゲータ：阿部　潔（社会学部） 
と　き：１１月２６日（月）１５：１５～１８：３０　 
ところ：図書館ホール  
主　催：関西学院大学人権教育研究室（吉岡記念館企画） 

概　要：第二次世界大戦時に「日系米人」がキャンプに収容されたことは、現
在では広く知られている。だが、その過程とその後において、どのような辛
苦を人々が味わったのかを、わたしたちはどれほど知っているだろうか。今
回のフィルムセッションでは、日系人収容所を題材としたドキュメタンリー
・フィルムを見ることを通して、｢キャンプ」の過去／記憶／現在について考
える機会を設ける。 

お問い合わせ：関西学院大学人権教育研究室 

  
●ＣＤ・ＤＶＤライブラリー 
 吉岡記念館事務室宗教センターには、教会音楽、キリスト教に関するＣＤや
ＤＶＤを備えています。本学学生及び教職員（学生証または身分証明書必要）
であればどなたでも利用できますので、希望者は事務室までお越しください｡ 
 
● 使用済み切手収集にご協力ください 
　本学では日本キリスト教海外医療協力会（JOCS）切手部の活動に協力し使
用済み切手の収集をしています。通常切手も対象としていますのでどうぞ吉
岡記念館常設の回収箱にお届けください。 
 
●大阪梅田キャンパスチャペルアワー 
　阪急梅田駅から徒歩すぐ、アプローズタワー１４階の大阪梅田キャンパス
では、授業期間中の毎月第２水曜・第４金曜にチャペルアワーを開催してい
ます。  
　 11/30（金）18：00～18：20　　1405教室 
  【メッセージ】水曜日　樋口　進（宗教センター宗教主事） 
 　　　　　　    金曜日　田淵　結（大学宗教主事） 
  

 ● 関西学院会館の日曜礼拝 
　毎月第二・第四日曜日（午前１０時～１１時）関西学院会館ベーツチャペル
で教職員・学生有志による礼拝が行われます。一部英語を用いるバイリンガ
ルの形式。どなたでも参加出来ますのでどうぞお越しください。 
  11月25日 
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